
生物多様性条約 第 4 次国別報告書 
 
第１章 生物多様性の状況、傾向および脅威に関する概観 
１ 日本の生物多様性 

  １．１ 日本の生物多様性の特徴 
  １．２ 絶滅のおそれのある野生生物の現状 
  １．３ レッドリストの見直し 
  
２ わが国の生物多様性の危機の構造 
２．１ 第１の危機（人間活動や開発による危機） 
２．２ 第２の危機（人間活動の縮小による危機） 
２．３ 第３の危機（人間により持ち込まれたものによる危機） 
２．４ 地球温暖化による危機 

 
３ 各地域の生物多様性 
３．１ 奥山自然地域 
３．２ 里地里山・田園地域 
３．３ 都市地域 
３．４ 河川・湿原地域 
３．５ 海洋域・沿岸域 
３．６ 島嶼地域 

 
第２章 生物多様性国家戦略の概況 

１．わが国の生物多様性国家戦略 

  １．１ 第三次生物多様性国家戦略策定の経緯 

  １．２ 第三次生物多様性国家戦略の構造と特徴 

  １．３ 国家戦略の目標と基本方針 

（３つの目標、国土のグランドデザインと 100 年計画、５つの基本

的視点、４つの基本戦略） 

  １．４ 国家戦略の点検と見直し 

  １．５ 生物多様性基本法と国家戦略 

 

２．生物多様性国家略の実施状況 

２．１ 国土空間的施策 

   (広域連携施策) 

（１） 生態系ネットワーク 



 （２） 重要地域の保全 

 （３） 自然再生 

 （４） 農林水産業 

  (地域空間施策) 

（５） 森林 

 （６） 田園地域・里地里山 

 （７） 都市 

 （８） 河川・湿原など 

 （９） 沿岸・海洋 

 

２．２ 横断的・基盤的施策 

（１） 野生生物の保護と管理 

 （２） 遺伝資源などの持続可能な利用 

 （３） 普及と実践 

 （４） 国際的取組 

 （５） 情報整備・技術開発 

 （６） 地球温暖化に対する取組 

 （７） 環境影響評価など 

 

３．生物多様性国家戦略と条約の条文、分野別課題、横断的課題の対応 

３．１ 条約の条文との対応 

３．２ 分野別課題、横断的課題との対応 

 

第３章 生物多様性の社会における主流化 

１．他省庁の取組(事例) 

２．地方自治体の取組 

３．民間企業の取組 

 

第４章 ２０１０年目標と戦略計画の実施に向けた進捗 

 １．２０１０年目標に向けた進捗 

 ２．戦略計画のゴールと目的に向けた進捗 

 ３．結論 

 

 


